障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱


講義のねらい　
（１）障害者虐待防止・対応に関する諸法令の理解を図る。

（２）障害者虐待防止・対応に関して法令に規定されている行政や関係機関の役割を理解する。
講義内容とポイント（８０分）
	講義内容
	ポイント
	使用するもの
	時間配分

	１．虐待防止法制定の背景
	（１）絶えず虐待があること～小さな虐待は、どこにでもある～
（２）虐待に対する意識の変化

（３）国際法（条約）からの外圧
	資料集
	80分

	２．虐待とは
	（１）個人の尊厳を害する人権侵害
（２）障害者虐待防止法成立

（３）虐待の定義
	
	

	３．虐待対応
	（１）早期発見と通報
（２）虐待への対応①（養護者による虐待）

（３）虐待への対応②（施設従事者等による虐待）

（４）虐待への対応③（使用者による虐待）

（５）虐待は犯罪行為に該当する場合がある

（６）障害者虐待に関連し、国、都道府県及び市町村の役割を定めた法律や制度

（７）まとめ
	
	


講義で使用するもの

・資料集
講義にあたっての留意事項
１．障害者虐待防止・対応と関連法
・障害者虐待の防止・対応については、障害者虐待防止法のみで取り組むわけではない。障害者虐待の防止・対応に関する法の概要の理解を促す。
２．障害者虐待の防止・対応の過程における留意点

・障害者虐待防止・対応の過程において、行政・関係機関が留意すべき点を法律の視点から伝える。

　（発見、事実確認、立入調査、警察からの支援、法律家との協働、ネットワークの構築など）

　・虐待者（養護者、施設従事者、使用者）の相違による対応の違いについて理解を図る。



科目名　障害者虐待防止・対応に関わる法の理解（講義）




















